
【地理総合面接プリント（第３回）】

はじめに
レポートの答えは、ほとんどが教科書・資料集にあります。分からないからと簡単に

あきらめないで、しっかり読み、調べる習慣を身につけましょう。
（提出〆切：１月１０日 期限内の提出・合格を！）

☆学習のポイント

○世界の大地形について，プレートの動きとあわせて学習します。
○外的影響が地形にどのような影響を与えているかを学習します。
○多様な地形や気候について，巻末2，3の実験を参照して理解を深めます。
○地形や気候が人々の暮らしに与える影響について理解します。

【１】「山地の暮らし」について、次の問いに答えなさい。
（教科書P６８〜６９，資料集Ｐ５２参照）

☆学習のポイント
○地形と気候，人々の暮らしを関連づけて理解しょう。

（１）（２）P68からの出題です。地形などの地理的条件と人々の暮らしを関連づけ
て理解することは重要です。他の地形についても復習しましょう。

【２】「平野の暮らし」について、下の文の（ ）のなかに適語を記入しなさい。
（教科書P７０〜７１，資料集Ｐ２８～３１参照）

☆学習のポイント
○地形と気候，人々の暮らしを関連づけて理解しょう。

P70，71を復習し，河川がつくる地形を上流から下流に向かって三つ以上あげ
られるようにしておきましょう。巻末3で扇状地の形成を解説する実験も見て
おきましょう。

【３】「海岸の暮らし」について、次の問いに答えなさい。
（P７２〜７３，資料集Ｐ３２～３３参照）

☆学習のポイント
○地形と気候，人々の暮らしを関連づけて理解しょう。

（１）P72を復習し，リアス式海岸の特徴を理解しましょう。
（２）教科書Ｐ７３を参照にして、沿岸流によって形成される海岸地形を理解しま

しょう。

【４】「世界の大地形」について、次の問いに答えなさい。
（P７４〜７５，資料集Ｐ２２～２５参照）

☆学習のポイント
○世界の大地形について，地理的な分布や小地形と関連づけて理解しょう。

（１）P74からの出題です。エベレストはヒマラヤ山脈に位置する山で，標高は88
48mです。マリアナ海溝の位置も，P75の地図で確認しておきましょう。

（２）P74の図2などで復習しておきましょう。マントルは地殻の下にあるかんら
ん岩からなる部分，マグマはマントルが溶けて上昇したものです。

（３）島弧や堆積平野，巨大な山脈は変動帯にみられます。また火山の活動も変動
帯で活発です。P75で確認しておきましょう。

（４）安定陸塊の楯状地には鉄鉱石の鉱床が広く分布します。銀，銅，亜鉛などの
鉱床は火山をつくるマグマの作用で形成されます。P75で確認しておきまし
ょう。

裏面に続く ➡



（５）教科書Ｐ７７、資料集Ｐ３５を参照にして、氷河によって形成される地形を
理解しましょう。

【５】「多様な気候とその分布」について、次の問いに答えなさい。
（教科書P７８〜７９，資料集Ｐ３８～４２参照）

☆学習のポイント
○地形と気候，人々の暮らしを関連づけて理解しょう。

（１）気候の特色を理解しましょう。大陸と海洋の気温の違いは陸が冷え，陸から
海へ風が吹く。これは陸と海との比熱のちがいによるものである。

（２）P78の「生活文化の窓」を読んで、降水量だけがそこに住む人が利用できる
水資源の量を決定するわけではないことを知っておきましょう。

（資料集Ｐ１６６～１６７も参照）

【６】「各気候区の人々の暮らし」について、次の問いに答えなさい。
（教科書P80〜8７，資料集Ｐ4３～５３参照）

☆学習のポイント
※ケッペンの気候区分に注目しょう。

○気候と人々の暮らしを関連づけて理解しょう。

（１）熱帯の各気候区における気温・降水量，風などの気候要素の特徴について理
解します。（教科書P80〜8１，資料集Ｐ4４～４５参照）

（２）乾燥帯における土壌や植生の特徴を理解し，人々の生活や文化に与える影響
を考えます。（教科書P8２〜8３，資料集Ｐ4６～４７参照）

（３）温帯にはさまざまな気候区が分布しています。なぜこのような違いが現れる
のか，理由もあわせて教科書P84，85ページで復習しましょう。

（教科書P8４〜85，資料集Ｐ4８～４９参照）
（４）亜寒帯・寒帯の各気候区における気温・降水量，風などの気候要素の特徴に

ついて理解します。 （教科書P8４〜85，資料集Ｐ4３～５３参照）

（５）【論述問題】P85，P89で季節風やその影響について復習しましょう。
巻末2にも季節風の仕組みを解説する実験がありますので，見ておきましょう。

教科書（教科書P8４〜85、８９，資料集Ｐ4３～５３参照）

（６）亜寒帯・寒帯における土壌や植生の特徴を理解し，人々の生活や文化に与え
る影響を考えます。 （教科書P8６〜8７，資料集Ｐ５０～５１参照）

（７）P86のつぶやきを見ておきましょう。高緯度地域に分布する亜寒帯や寒帯で
は地表面が太陽から受け取る熱量は少なくなります。巻末の実験も参考にし
てください。
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